
『わが友 フロイス』を読んで                       2025.2.6.  

『わが友 フロイス』は、著者・井上ひさしの難しいことを易しく、易しいことを深く、深い

ことを愉快に、愉快なことを真面目に書くこととのモットーに沿っているような気がします。 

 

フロイスとは Luís Fróis（1532 - 1597）、ポルトガル人。

イエズス会の宣教師として戦国時代の日本で宣教し、織田

信長や豊臣秀吉らと会見。戦国時代研究の貴重な資料とな

る『日本史』を記したことで有名です。この作品は、フロイ

スを中心に、イエズス会が展開した日本宣教を、登場人物

たちとの書簡の交換の形をとって、あたかも戯曲の一場の

ように展開させています。（左図はフロイスのサイン） 

フロイスは庶民の出で、宮廷で書記見習いとして働いていました。その達筆ぶり、語感豊かな

文才が高く評価されていました。井上ひさしはいったん書き出すと持ったペンがひとりでに踊

りだしと彼に告白させています。ザビエルのインドでの布教活動を知り、若者らしい熱情で、ザ

ビエルに傾倒し、イエズス会に入会します。大航海時代には、ヨーロッパ以外の国々は野蛮の地、

搾取の対象でしかなかったことが父の返事から読み取れますが、1548 年、16 歳のフロイスは、

家族とは地上で再び会うことはないと覚悟して、5 隻のポルトガル艦隊と共にイエズス会の宣教

のため出帆しました。インドのゴアで管区長付き秘書として働き、やがてフロイスは司祭として

叙階されました。文才があったため、宣教報告書を書く仕事が主でした。宣教の進まない様子と

共に、軍隊が進駐して来なければ役に立たないとの私見を述べています。 

1563 年、31 歳のフロイスは日本に派遣され、イエズス会の宣教責任者であったトーレスと共

に、各地を回りました。信長に布教を許され、また、大友宗麟、高山右近などにも伝道し、秀吉

にも謁見しました。フロイスの眼に映る日本の現状が事細かに報告書となって残っていくので

す。日本人がキリストの福音を受容したのは戦乱により、武士は世をはかなみ、坊主は争いに明

け暮れ、領主たちは欲に走り、農民、庶民は頼るものがないばかりか、三者に貪り尽くされてい

る状況であったとフロイスは言います。魂の救済として、イエズス会の教えを信じたと記してい

ます。日本人の特性として、権力者の言うことを聞く、自分の立場を曖昧にする、また、天下人

は究極的には神になりたがるので、超越者なる唯一の神を考えられないと言っています。 

東インド管区巡察使のヴァリニャーノ司祭が来日し、フロイスは通訳として働きます。1582

年、ヴァリニャーノは天正遣欧使節として少年たちをローマに派遣しましたが、使節が帰国した

直後に、秀吉により伴天連追放令が出され、キリシタン禁制となります。フロイスは宣教の危機

を感じ、要塞を構え、軍事力を持ち、キリシタン大名小西行長を秀吉の代わりに担ぎ上げたいと

願い、管区に申し出ています。仮に戦争になっても、魂の救いのための聖戦と信じて疑いません。

けれども、遣欧使節の一人だった千々石ミゲルのイエズス会批判には、フロイスは答に詰まるば

かりでした。彼はイエズス会にひたすら忠実でした。1597 年、長崎の刑場で 26 人の殉教者の勇

気と忍耐の姿を目撃し、「なぜ日本土民は堂々と殉教できるのか、神父の私をさしおいて」と、

彼らの純真な信仰に感動して、ローマ・イエズス会本部に書き送っています。フロイスはイエズ

ス会の宣教の歴史ともいうべき膨大な『日本史』を書き残し、67 歳で長崎で没しました。 
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